



































Significance of Classes for Students to Learn “The Form They Want to Grow Up 
by the End of Infancy” in Class and Learning Activities.



























































































平均値 4.0 3.5 3.8 3.7 3.7 3.7 3.9 3.1 3.8 3.6

















































































































































順位 語 頻度 順位 語 頻度
1 虫 52 11 自然 18
2 自分 32 12 焼き芋 16
3 マシュマロ 28 13 動かす 14
4 捕まえる 28 14 遊ぶ 12
5 焼く 20 15 一緒 12
6 体 16 16 走る 11
7 ビオトープ 15 17 友達 11
8 ブランコ 14 18 学生 10
9 芋 13 19 捕る 10
10 たくさん 11 20 木  9
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験だけでなく、事例や映像等を用いて保育者として
の専門的な視点を獲得できるように配慮していく必
要があると考える。
５．総合考察
本研究では、2018年度U大学・短期大学のビオ
トープで行われた森の遠足における体験活動後、体
験に参加した園児が幼児期における10の力をどのよ
うに身についたかについて、U短期大学生36名を対
象に、４件法による評定及び自由記述を行った。
特に、自由記述については、分析者の恣意的・主
観的な見解を極力回避するようにKH Coderによる
テキストマイニングを行った。学生の記述内容をテ
キスト化して自動的に語を取り出し、頻出語を確認
した上で、それらの語の共起ネットワークを出力
し、全体的な傾向の可視化を行った。その結果、幼
児期に育ってほしい10の力がまとまりとなった共起
関係が見いだされた。
一般的に学生の記述内容は多様であり、その記述
内容を詳細に分析することは容易ではない。そのた
め、学生の記述内容の全体的な傾向を比較的容易に
概観できるという点で、KH Coderは有効な手法で
あると考える。
６．今後の課題
今後の課題として、U大学・短期大学の学外体験
活動は森の遠足以外の多岐にわたるため、他の学外
体験活動を通して、子ども達の10の力の中でもどの
力が身についたかについて、体験毎における学生の
記述内容を詳細に比較し、検討したいと考えている。
Figure 1　KH Coderの共起ネットワークモデルによる分析結果
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